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２．東アジア各地域とのシームレスな貨物輸送ネットワークの実現
・対東アジア物流の準国内化を目標としたダイレクト輸送体系の確立
・スーパー中枢港湾との連携を強化するため内航フィーダー輸送体系の確立

１．基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化
・スーパーバルクターミナルの拠点的整備（ケープサイズバルク船への対応）
・公共／専用港湾施設区分見直しと受益者負担制度の拡充
・瀬戸内海の航路体系の再構築及び航行規制緩和の実現

◆産業港湾支援のための制度創設

◆瀬戸内海物流拠点の形成、管内港湾利用率向上のための
総合的物流施策の展開（物流倉庫等）
◆環境政策としての内航フィーダー輸送の活性化

深化の方向性

提言（H19年度発表）

提言（H19年度発表）

深化の方向性

バルク

コンテナ

第４回本会議まとめ
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現状と課題
中国地方は臨海部に基礎素材産業が集積しており、原材料や

エネルギー資源（バルク貨物）を港湾を介して輸入しており、物流
コストをいかに削減するかが国際競争力の根源となる。

世界的な船舶の大型化の動向（次頁参照）等を踏まえ、中国地
方で取扱品目のうち、「鉄鉱石」 、「石炭」 、 「穀物（とうもろこ

し）」が対象となる。

中国地方の臨海部の企業立地状況

※出典：中国地方整備局調べ

中国地方における原材料やエネルギー資源のバルク貨物の輸入状況と課題

１．バルク貨物
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米　穀　類

水　産　品

その他農水産品

林　産　品

石　　　炭

砂・砂利

原　　　油

その他鉱産品

金　属　類

その他金属機械工業品

石　油　類

セメント

その他化学工業品

軽工業品

雑工業品

特　殊　品

シェア

※出典：港湾統計2007（年報）

鉄鉱石
（37,820千トン）

石炭
（34,167千トン）

とうもろこし
（1,460千トン）

全国における中国地方の港湾取扱
品目の割合（輸入）2007
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鉄鉱石・石炭・穀物の積出港と主な輸送ルート

１．バルク貨物

▲：鉄鉱石積地

●：石炭積地

★：穀物積地

パナマ運河拡張
2014年完成（予定）

パナマ運河拡張により、
世界の物流が大型船に
よる大量輸送時代へ

バルク輸送船の主要船舶諸元

満載喫水 21.1m

全長 344m ※30万DWTの場合

ケープサイズ（最大級）

パナマ運河拡張（喫水12ｍ→15.3ｍ）

パナマ運河
★

Newcastle

パナマックス

喫水：15.2ｍ

（岸壁：16.5ｍ）

Hay Point

ポストパナマックス

喫水：17.5ｍ

（岸壁：19.6ｍ）

Port Dampier

ケープサイズ

喫水：18.0ｍ

（岸壁：21.5ｍ）

●

●
▲

Ponta de Madeira

ケープサイズ（最大）

喫水：23.0ｍ

（岸壁：23ｍ）

Gaiba

ケープサイズ（最大）

喫水：21.0ｍ

（岸壁：24ｍ）

▲

▲
▲

Saldanha Bay
ケープサイズ（最大）

喫水：21.3ｍ
（岸壁：23.3ｍ）

Roberts Bank

パナマックス

喫水：16.5ｍ

▲

Tubarao

ケープサイズ（最大）

喫水：23.0ｍ

（岸壁：24ｍ）

最大喫水 鉄鉱石：23.0ｍ～18.0ｍ

石 炭：17.5ｍ

穀 物：15.3ｍ

最大喫水 鉄鉱石：23.0ｍ～18.0ｍ

石 炭：17.5ｍ

穀 物：15.3ｍ

大型化が進むバルク貨物輸送船舶

全長 292m ※15万DWTの場合

満載喫水 17.7m

ケープサイズ
全長 245m ※10万DWTの場合

満載喫水 15.3m

ポストパナマックス

満載喫水 13.8m

全長 233m ※7万DWTの場合

パナマックス

※出典：雑誌「港湾」2009年8月号バルク特集

オーストラリア

ブラジル

南アフリカ
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我が国の鉄鉱石輸入状況（100万t以上抽出）と製鉄所高炉位置

鉄鉱石輸入量
上位１３港

世界粗鋼生産量と日本シェア

製鉄所が瀬戸内
周辺に多く立地
製鉄所が瀬戸内
周辺に多く立地

鉄鋼業を取り巻く状況

１．バルク貨物（鉄鉱石）

１００万ｔ以上
の取扱１３港
で全国取扱
量のほぼ全て
を占める

1600万ｔ以上

1200～1599万ｔ

800万ｔ～1199万ｔ

～799万ｔ

世界粗鋼生産量と日本シェア

神戸製鋼所（加古川）

JFEスチール（西日本倉敷地区）JFEスチール（西日本福山地区）

日新製鋼（呉）

新日本製鐵（八幡）

新日本製鐵（大分）

住金鋼鉄和歌山

新日本製鐵（名古屋）

JFEスチール
（東日本京浜地区）

新日本製鐵（君津）

住友金属工業（鹿島）

JFEスチール
（東日本千葉地区）

北海製鉄（室蘭）

・中国の生産量が最近、急
激な伸びを示している。

・日本のシェアは、減少して
いるが、生産量は、微増し
ている。

・中国の生産量が最近、急
激な伸びを示している。

・日本のシェアは、減少して
いるが、生産量は、微増し
ている。

岸壁-17m 航路-16m 岸壁-17m 航路-16m

岸壁-18m －

岸壁-17m 航路-17m

岸壁-27m －

岸壁-14m －

岸壁-16.5m 航路-16.5m

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-14m 航路-14m

岸壁-18m 航路-18m

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-23m 航路-23m

中国

日本

アジア

豪州・NZ

中東

アフリカ

南アメリカ

北アメリカ

ヨーロッパ

日本シェア

岸壁-17m 航路-17m

1 水島 1677
2 木更津 1546
3 福山 1540
4 大分 1356
5 鹿島 1345
6 東播磨 1324
7 名古屋 1046
8 北九州 860
9 川崎 739

10 千葉 704
11 和歌山下津 607
12 呉 567
13 室蘭 367

万トン

※出典：数字でみる港湾2009及びH19年港湾統計（年報）

※出典：World Steel Association HP

船型23万DWT

船型32万DWT

船型20万DWT
船型10万DWT

船型10万DWT

船型21万DWT

船型12万DWT

船型20万DWT船型20万DWT

船型15万DWT

船型23万DWT

船型30万DWT
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３００万ｔ以上の取扱１５港で
全国取扱量の約９割を占める

2500万ｔ以上

1500～2490万ｔ

500万ｔ～1499万ｔ

300～499万ｔ

我が国の鉄鉱石と原料炭の輸入状況（３００万ｔ以上抽出）

１．バルク貨物（鉄鉱石＋原料炭）

※出典：H20貿易統計

1 木更津 31,456,932
2 大分 29,949,043
3 福山 27,519,123
4 水島 23,060,597
5 鹿島 20,013,481
6 東播磨 17,218,759
7 川崎 11,010,468
8 千葉 10,177,213
9 和歌山 7,946,063

10 呉 5,792,048
11 坂出 5,238,410
12 戸畑 4,697,158
13 名古屋 4,651,384
14 衣浦 3,468,257
15 徳島小松島 3,110,563

鉄鉱石＋原料炭
輸入量上位１５港

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

福山（JFE）
君津（新日鐵）

倉敷（JFE）

大分（新日鐵）

鹿島（住金）

加古川（神鋼）
名古屋（新日鐵）

京浜（JFE）

千葉（JFE）

和歌山（住金）

八幡（新日鐵）

呉（日新製鋼）
室蘭（北海）

小倉（住金）

神戸（神鋼）

製鉄所別粗鋼生産量（2007年度）

※出典：日刊鉄鋼新聞HP（単位：1,000t）

・鉄鉱石、原料炭は、背後にある製鉄所の使用分
を輸入している。

・瀬戸内ＭＡＸが満載の場合は、他港で一部貨物
をおろして喫水を調整して福山港、水島港を利用
している。

・鉄鉱石、原料炭は、背後にある製鉄所の使用分
を輸入している。

・瀬戸内ＭＡＸが満載の場合は、他港で一部貨物
をおろして喫水を調整して福山港、水島港を利用
している。

神戸製鋼所（加古川）

JFEスチール（西日本倉敷地区）JFEスチール（西日本福山地区）

日新製鋼（呉）

新日本製鐵（八幡）

新日本製鐵（大分）

住金鋼鉄和歌山

新日本製鐵（名古屋）

JFEスチール
（東日本京浜地区）

新日本製鐵（君津）

住友金属工業（鹿島）

JFEスチール
（東日本千葉地区）

岸壁-17m 航路-16m 岸壁-17m 航路-16m

岸壁-18m －

岸壁-17m 航路-17m

岸壁-27m －

岸壁-14m －

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-14m 航路-14m

岸壁-18m 航路-18m

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-23m 航路-23m

岸壁-17m 航路-17m

船型32万DWT

船型20万DWT

船型10万DWT

船型10万DWT

船型21万DWT

船型12万DWT

船型20万DWT船型20万DWT

船型15万DWT

船型23万DWT

船型30万DWT

MT



page7１．バルク貨物（鉄鉱石＋原料炭）

鉄鋼業の果たす役割
・中国地方における高炉メーカーは３社あり、従業者数では32％、製造品出荷額等では53％を占めている業
種である。
・一人当たりの製造品出荷額等では、高炉メーカーは1.96 億円、関連メーカーは0.51 億円と算出される。

中国地方の鉄鋼業がもたらす効果

（需要）

鉄鋼工場

（間接効果）

関連産業 運輸業

電力
運輸業

商業
運輸業

鉄鋼二次加工メーカー

事務
サービス

鉄鉱石
運輸業

原料炭
運輸業

コーク
ス

石灰石

原材料等
中間投入

中国地方の高炉メーカーの就業数は、鉄鋼業の
32％に対して、製造出荷額は、53％と非常に大きい。
中国地方の高炉メーカーの就業数は、鉄鋼業の
32％に対して、製造出荷額は、53％と非常に大きい。

中国地方の従業員と製品出荷額（鉄鋼業） 鉄鋼業に関わる各種産業

※出典：中国地方整備局資料

※出典：中国地方整備局資料
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その他

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ロシア

南ｱﾌﾘｶ

中国

カナダ

ｵｰｽﾄﾗﾘ
ｱアメリカ

２００万ｔ以上の取扱３０港で全国取扱量の約９割を占める

800万ｔ以上

600～799万ｔ

400万ｔ～599万ｔ

200万ｔ以上～399万ｔ

石炭は、主に
発電用の一般
炭と製鉄用の
原料炭に分類
される。

石炭は、主に
発電用の一般
炭と製鉄用の
原料炭に分類
される。

我が国の石炭の輸入状況（２００万ｔ以上抽出）

１．バルク貨物（石炭）

相手国別一般炭・原料炭別輸入量の推移

一般炭一般炭 原料炭原料炭

※出典：H19港湾統計（年報）

※出典：通商白書2009
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２００万ｔ以上の取扱１７港で全国取扱量の約７割を占める

大分 周南 岩国・大竹 水島

大阪 四日市 川崎 千葉

鹿島

600万ｔ以上

400～599万ｔ

200万ｔ～399万ｔ

ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ名

昭和電工 出光興産

東ソー

トクヤマ

三井化学 三菱化学

旭化成ｹﾐｶﾙｽﾞ

三井化学 三菱化学

東ソー

新日本石油精製

東燃化学

丸善石油化学

三井化学

出光興産

住友化学

三菱化学

一般炭は、電力、化学メーカーを中心
に自家発電用に輸入されている。
一般炭は、電力、化学メーカーを中心
に自家発電用に輸入されている。

中国電力

我が国における一般炭（電力用）の輸入状況（２００万ｔ以上抽出）

１．バルク貨物（一般炭）

四国電力、電源開発

北陸電力
東北電力

北海道電力

相馬共同火力

東京電力

一般炭輸入量上位１０港コンビナート及び電力会社と一般炭輸入状況

※出典：中国地方整備局資料

順位 港名 取扱量（ＭＴ）

1 相馬 7,864,369
2 衣浦 6,442,882
3 佐世保 5,754,976
4 徳山 5,520,287
5 苫小牧 4,716,141
6 宇部 4,162,109
7 徳島小松島 3,813,648
8 小名浜 3,668,030
9 三角 3,352,032

10 秋田 2,627,598

※出典：H20貿易統計

岸壁-14m 航路-14m

岸壁-14m 航路-15m

岸壁-14m 航路-15m

岸壁-14m 航路-17m

北陸電力

常磐共同火力
岸壁-18m －

岸壁-14m 航路-15m

中部電力

関西電力
宇部興産

中国電力

岸壁-12m 航路-12m

岸壁-13m 航路-13m

岸壁-14m 航路-14m

岸壁-14m 航路-16m

岸壁-19m 航路-19m

岸壁-13m 航路-13m
船型14万DWT

船型15万DWT

船型9万DWT

船型11万DWT

船型9万DWT

船型5万DWT

船型16万DWT

船型5万DWT

船型5万DWT
岸壁-14m －

岸壁-15m 航路-20m
船型8万DWT

－

中部電力

岸壁-14m 航路-14m
船型9万DWT－

船型11万DWT

船型14万DWT

電源開発

九州電力

岸壁-18m －

－ －

船型15万DWT

船型9万DWT



page10１．バルク貨物（石炭）

瀬戸内海における石炭の取扱状況（輸入・移入）

74

50

27

23

180

61

54 43

42

21
31

19

56

941
646573

279

264

1010

756
583

725

499

福山港

大分港

東播磨港

北九州港

橘港

坂出港

竹原港

徳山下松港

宇部港

小野田港

三隅港

269

220
東予港

182
新居浜港

824
水島港

コ コ

コ

コ：コールセンター

管内輸送

管外輸送

・製鉄所が立地している港湾は、鉄鉱石と同様に石炭も多く取
り扱っている。但し、石炭は、原料炭が主流である。

・大量に石炭を輸入して、周辺の企業のニーズに応じて二次輸
送を行うコールセンターとして活用をされている港湾もある。

・製鉄所が立地している港湾は、鉄鉱石と同様に石炭も多く取
り扱っている。但し、石炭は、原料炭が主流である。

・大量に石炭を輸入して、周辺の企業のニーズに応じて二次輸
送を行うコールセンターとして活用をされている港湾もある。

港名
輸移入量

（万ﾄﾝ）

※出典：H19港湾統計（年報）
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150万ｔ以上

100～149万ｔ

50万ｔ～99万ｔ 共栄飼料

琉球飼料

石橋工業飼料

林兼産業

門司飼料

ｵｰﾙｲﾝﾜﾝ

八代飼料

九州昭和産業
志布志飼料

中国飼料
西日本飼料
加藤製油
中国物産

日和産業

大阪新興飼料
吉田商店

八尾飼料

亀屋商事

野島飼料

中部飼料
丸菱商事

ﾏﾙｲ産業

清水港飼料

豊橋飼料
協同飼料
日本農産工業
日本配合飼料

両毛物産

鹿島飼料
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌｨｰﾄﾞ
平成飼料

伊藤忠飼料
昭和産業
J-ｵｲﾙﾐﾙｽﾞ
日清丸紅飼料
日本甜菜製糖
明治飼糧

兼松ｱｸﾞﾘﾃｯｸ
富士ﾃﾞﾍﾞﾛﾌﾟﾒﾝﾄ

仙台飼料

釜石飼料

みちのく飼料
東北飼料

釧路飼料
道東飼料

吉川産業雪印種苗

新北海道飼料
苫小牧飼料

港湾内に飼料工場が立
地するケースが多い。
港湾内に飼料工場が立
地するケースが多い。

我が国のとうもろこしの輸入状況（５０万ｔ以上抽出）

１．バルク貨物（穀物）

岸壁-13m、航路-10m

岸壁-14m、航路-16m

岸壁-13m、航路-13m

岸壁-13m、航路-10m

岸壁-14m、航路-15m

岸壁-12m、航路-16m

岸壁-14m、航路-12m

岸壁-12m、航路-15m

飼料会社：協同組合日本飼料工業会HP
岸壁、航路の諸元：港湾局H20d調査時

10600

10800

11000

11200

11400

11600

11800

12000

12200

12400

12600

2002 2003 2004 2005 2006

輸入相手国別の状況 その他

中国

アルゼンチン

アメリカ

主なメーカー（本社工場）と係留施設と航路の諸元

※出典：H19港湾統計（年報）

※出典：協同組合日本飼料工業会HP

５０万ｔ以上の取扱１０港で全国取扱量の８割を占める

岸壁-12m、航路-12m

船型7万DWT

船型8万DWT

岸壁-13m、航路-14m
船型7万DWT

船型4万DWT
船型8万DWT

船型＠万DWT

船型7万DWT

船型4万DWT

船型4万DWT

船型7万DWT

とうもろこし輸入
量上位１０港

トン

順位 港湾名 貨物量
1 鹿島 3,210,619
2 名古屋 1,731,136
3 志布志 1,653,553
4 水島 1,458,212
5 衣浦 1,195,275
6 八戸 1,034,812
7 鹿児島 872,243
8 神戸 851,916
9 釧路 803,893

10 苫小牧 655,894
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中国地方のとうもろこしの取扱状況（輸入・移入）

17
尾道糸崎港

5
宇野港

14
北九州港

9

姫路港4

149
水島港 神戸港

85

3
坂出港33

門司飼料(株)
林兼産業(株)
伊藤忠飼料(株) 門司工場

日本農産工業(株) 水島工場
中国飼料(株)
加藤製油(株) 岡山工場
中国物産(株)
中部飼料(株) 岡山工場
西日本飼料(株)
中部飼料(株) 岡山工場

明治飼糧(株) 加古川工場
豊橋飼料(株) 姫路工場

(株)オールインワン
日和産業(株) 坂出工場

八尾飼料(株)
大阪新興飼料(株)
(株)吉田商店
加藤製油(株)
日和産業(株)
日本配合飼料(株) 関西工場とうもろこしは、水島港のみの取扱となっている。

一部二次輸送を行っている。

とうもろこしは、水島港のみの取扱となっている。

一部二次輸送を行っている。

港名
輸移入量

（万ﾄﾝ）

※出典：H19港湾統計（年報）

管内輸送

管外輸送
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専用
(-12.9m) 192m

パシフィックグレーンセンター
ﾆｭｰﾏﾁｯｸｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 1基
機械式ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 2基

専用
(-14m)285m

日清オイリオ

公共
(-7.5m) 810m

公共
(-10m) 340m

飼料メーカー
日本農産工業株式会社

瀬戸埠頭
ﾛｰﾌﾟﾄﾛﾘ式橋形ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ 1基

上組
ｸﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄ

公共
(-10m) 370m

飼料メーカー
中部飼料株式会社
西日本飼料株式会社

瀬戸埠頭 サイロ

パシフィックグレーンセンター

荷役状況及びサイロ

上組 サイロ

とうもろこしは、水島港内の３箇所で取り扱っている。とうもろこしは、水島港内の３箇所で取り扱っている。

水島港におけるとうもろこしの取扱状況

１．バルク貨物（穀物）

※出典：水島港港湾管理者ヒアリング
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凡 例

-13m

-15m

-17m

-19m以深

凡 例

-13m

-15m

-17m

-19m以深

水島港水島港

備讃瀬戸南航路
航路水深：-13m
航路幅 ：700m

備讃瀬戸北航路
航路水深：-19m
航路幅 ：700m

南北連絡航路
航路水深：-13m
航路幅 ：850m

備讃瀬戸東航路
航路幅 ：1400m

水島港内航路
航路水深：-16m
航路幅 ：450m

水島航路
航路水深：-17m
航路幅 ：700m

＊巨大船が航行する場合、一方
通行

速力12ノット制限

福山港福山港

福山港本航路
航路水深：-16m
航路幅 ：350m

香川県

大水深国際バルクターミナ
ルの形成は、備讃瀬戸航
路も重要な課題となること
から、四国戦略チームと連
携することとなる。

大水深国際バルクターミナ
ルの形成は、備讃瀬戸航
路も重要な課題となること
から、四国戦略チームと連
携することとなる。

満載喫水

17.8m

瀬戸内マックス

20万DWT

港内：17.8×1.1≒20m程度
港外：17.8×1.15≒21m程度
潮汐利用しても18mは必要

大型バルク船の入港のためには？（瀬戸内海航路体系の再構築）

１．バルク貨物

水島港内航路の水深、航路幅がボトルネック

瀬戸内海の航路体系

平成21年12月16日施行
開発保全航路「備讃瀬戸
航路」の指定区域を拡大

※出典：中国地方整備局、四国地方整備局資料
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神戸港
広島港

北米・欧州航路北米・欧州航路
（阪神港フィーダー）（阪神港フィーダー）アジア航路アジア航路（（台湾、香港、シンガポール、インド、中東方面台湾、香港、シンガポール、インド、中東方面）、）、

中国航路の一部中国航路の一部（広島港等フィーダー）（広島港等フィーダー）

中国・韓国航路中国・韓国航路
（各港湾からダイレクト）（各港湾からダイレクト）

欧米向の貨物

スーパー中枢港湾
「阪神港」へ

フィーダー輸送機能
を強化

欧米向の貨物欧米向の貨物

スーパー中枢港湾
「阪神港」へ

フィーダー輸送機能
を強化

アジア向の貨物

中核国際港湾
「広島港」等から

周辺港とのフィーダー
輸送機能を強化

アジア向の貨物アジア向の貨物

中核国際港湾
「広島港」等から

周辺港とのフィーダー
輸送機能を強化

欧米向け貨物
基幹航路維持のため、海外トランシップしている貨物のスーパー中枢港湾・阪神港への集約
を目指す（スパ中政策）。阪神港等利用アジアトランシップ貨物を管内港湾利用にシフトさ
せるのか？あるいは外航フィーダーを内航フィーダーにシフトさせるのか？

欧米向け貨物
基幹航路維持のため、海外トランシップしている貨物のスーパー中枢港湾・阪神港への集約
を目指す（スパ中政策）。阪神港等利用アジアトランシップ貨物を管内港湾利用にシフトさ
せるのか？あるいは外航フィーダーを内航フィーダーにシフトさせるのか？

東南アジア向け貨物
将来的には極力管内港湾利用のダイレクトを目指す。ただし、阪神港利用の香港・台湾等ト
ランシップ貨物は、まずは管内港湾利用へのシフトさせることを目指して、瀬戸内海の物流
拠点を形成するか？あるいは阪神港を東南アジアハブとするための施策を展開するか？

東南アジア向け貨物
将来的には極力管内港湾利用のダイレクトを目指す。ただし、阪神港利用の香港・台湾等ト
ランシップ貨物は、まずは管内港湾利用へのシフトさせることを目指して、瀬戸内海の物流
拠点を形成するか？あるいは阪神港を東南アジアハブとするための施策を展開するか？

中国向け貨物
将来的には、全て管内港湾ダイレクトを目指す。港湾背後の物流機能を充実させることによ
り、他ブロック港湾依存からの脱却。さらに、管内港湾利用のダイレクトを実現すべく、航
路の多頻度化、複数寄港化を目指す。

中国向け貨物
将来的には、全て管内港湾ダイレクトを目指す。港湾背後の物流機能を充実させることによ
り、他ブロック港湾依存からの脱却。さらに、管内港湾利用のダイレクトを実現すべく、航
路の多頻度化、複数寄港化を目指す。

中国地方の外貿コンテナ貨物輸送の方向性

２．コンテナ貨物（第４回本会議資料）
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※管内港からのダイレクト輸送は、水島港→ﾎｰﾁﾐﾝ港、広島港・三田尻
中関港→マニラ、徳山下松港→ﾚﾑﾁｬﾊﾞﾝ港のみ

中国地方発着東南アジア貨物におけるダイレクト／海外トランシップ別利用港割合

海外トランシップにおける
利用港別トランシップ港割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中国地方管内港

阪神港

北部九州港

その他港

PUSAN HONG KONG SHANGHAI
KAOHSIUNG KEELUNG TAIPEI
SINGAPORE TANJUNG PELEPAS OTHER

37.1%

62.9%

2.4%

24.6%

8.2%

33.4%

17.1%

12.1%

0.3%

海外トラン
シップ

ダイレクト

1.9%

阪神港利用・

ダイレクト

北部九州港利用・
ダイレクト

管内港利用・海外トランシップ

阪神港利用・

海外トランシップ

北部九州港利用・
海外トランシップ

その他港利用・海外トランシップ

管内港利用・ダイレクト

その他港利用・ダイレクト

東南アジアの各港に対し航路を就航させるのは現実的には困難。まずは、東南アジアのハブとなっ
ているとおもわれる台湾、香港、シンガポール等と管内港湾との結びつきを強化する方向か？あるい
は、阪神港利用を促進させるか？いずれが管内荷主にメリットがあるか？

東南アジアの各港に対し航路を就航させるのは現実的には困難。まずは、東南アジアのハブとなっ
ているとおもわれる台湾、香港、シンガポール等と管内港湾との結びつきを強化する方向か？あるい
は、阪神港利用を促進させるか？いずれが管内荷主にメリットがあるか？

香港

釜山 高雄

台北基隆 ｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙ その他

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

高雄香港釜山

基隆

台北

ｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙ

その他

釜山

香港

高雄基隆

その他

ﾀﾝｼﾞｭﾝ
ﾍﾟﾚﾊﾟｽ

釜山

香港 上海

高雄

基隆 その他

東南アジアとの貿易における輸送形態と海外トランシップ港

２．コンテナ貨物（第４回本会議資料）

※出典：H20全国輸出入コンテナ貨物流動調査より中国地方整備局作成
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地方港（広島港・福山港）を利用しない理由地方港（広島港・福山港）を利用しない理由

国際物流効率化に向けた取り組み課題国際物流効率化に向けた取り組み課題

広島県実施調査 荷主企業アンケート調査（中間報告）

国際物流効率化に向
けた取り組み課題は、
コスト削減に集約さ
れている。

国際物流効率化に向
けた取り組み課題は、
コスト削減に集約さ
れている。

・広島県が、広島港・福山港の新たな荷主の発掘や振興
方策検討のための基礎情報の収集を目的としてアンケー
トを実施。（H21.8～9）

・広島県内外の製造業を中心に1,500社にアンケート調査
票を配布。回収数は795件（回収率53.0%）

・広島県が、広島港・福山港の新たな荷主の発掘や振興
方策検討のための基礎情報の収集を目的としてアンケー
トを実施。（H21.8～9）

・広島県内外の製造業を中心に1,500社にアンケート調査
票を配布。回収数は795件（回収率53.0%）

・契約や社内事情等の面で選択の余地がない。

・神戸港等と比較した場合、直行便の有無によるリードタイ
ム面の指摘が多く、便数の多さ、乙仲との長年の付き合いな
ども利用しない要因となっている。

・現状の神戸港等の他港利用で特に問題がないため、検討の
俎上に載りにくいなど、利便性やコストメリットがアップす
れば利用を検討する企業が複数あり。

・契約や社内事情等の面で選択の余地がない。

・神戸港等と比較した場合、直行便の有無によるリードタイ
ム面の指摘が多く、便数の多さ、乙仲との長年の付き合いな
ども利用しない要因となっている。

・現状の神戸港等の他港利用で特に問題がないため、検討の
俎上に載りにくいなど、利便性やコストメリットがアップす
れば利用を検討する企業が複数あり。

今後、上海、香
港の輸送が増加
すると見込まれ
ている。

今後、上海、香
港の輸送が増加
すると見込まれ
ている。

中国地方の外貿コンテナ取扱港湾の現状と課題

２．コンテナ貨物

今後輸送が増加すると思われる地域
（輸出・輸入増加見込み企業対象）

今後輸送が増加すると思われる地域
（輸出・輸入増加見込み企業対象）

※出典：広島県荷主企業調査（アンケート調査）
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コベルコ建機（株）
広島事業所

コベルコ建機

五日市工場出荷棟

コベルコ建機 五日市工場出荷棟（H21.9完成）

全体効果３．５億円と試算（年間）
その内訳は以下のとおり
・広島港五日市地区の活用効果 １．５億円

（神戸港までの陸送費が必要なくなった。）

・倉庫、駐機場返却効果 １．６億円
（出島地区に倉庫等の賃貸借費用が必要なくなった。）

・生産性向上効果 ０．４億円
（出荷効率の向上によるもの）

・環境への効果 （Ｃｏ２削減効果）

広
島

港
ま

で
約15

ｋ
ｍ

神戸港まで約300ｋｍ

３．コンテナ貨物

神戸港から広島港へ利用港湾を換えて物流コスト削減 【活用事例】

※出典：コベルコ建機（株）ヒアリング
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凡 例

管内港利用 阪神港利用

北部九州港利用

利用港湾（船積・船卸港）

コンテナ詰め場所から船積港（船卸港からコンテナ
取出場所まで）までの輸送手段

トレーラ・トラック はしけ、
船舶、
フェリーターミナル内移動

その他港利用

管内港利用

阪神港利用

北部九州港利用

52.8%

35.3%

9.7%

2.2%

ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

88.9%
ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

89.2%

93.3%

ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

8.3%

はしけ､船舶、ﾌｪﾘｰ

ﾀｰﾐﾅﾙ内移動（輸送手段なし）

平成１５年平成１５年

43.8%

36.4%

16.7%

3.1%

85.6%

92.2%
93.1%

10.6%

ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

北部九州港利用

管内港利用
ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

阪神港利用

ﾄﾚｰﾗ・ﾄﾗｯｸ

ﾀｰﾐﾅﾙ内移動

はしけ､船舶、ﾌｪﾘｰ

平成２０年平成２０年

外貿コンテナ貨物のコンテナ詰め場所から船積港（船
卸港からコンテナ取出場所）までの輸送手段はトレー
ラ・トラックが中心

内航フィーダーの活性化が課題（モーダルシフト）

外貿コンテナ貨物のコンテナ詰め場所から船積港（船
卸港からコンテナ取出場所）までの輸送手段はトレー
ラ・トラックが中心

内航フィーダーの活性化が課題（モーダルシフト）

中国地方発着外貿コンテナ貨物の船積・船卸港までの輸送手段の推移

中国地方の外貿コンテナの輸送手段の現状と課題

２．コンテナ貨物

※出典：H15,20全国輸出入コンテナ貨物流動調査より中国地方整備局作成
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ウラジオストク港ウラジオストク港

東海港東海港
境港境港

約380km
14時間

約600km
19時間

運航会社：ＤＢＳクルーズフェリー

就 航：2009年6月30日

寄 港 地 ：境港－東海－ウラジオストク

就航船舶：14,000トン、定員約450人、

20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ約130個積載可能

航路の概要

冬季運航スケジュールの変更について

運航実績（貨物）

ＤＢＳフェリー運航日程

土曜の夜以外はすべて洋上泊

ＤＢＳフェリー運航日程

土曜の夜以外はすべて洋上泊
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土曜の夜以外はすべて洋上泊

ＤＢＳフェリー運航日程
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冬季の日本海上の気象条件等を考慮し、スケジュールを変更

※適用期間：2009年12月1日～2010年3月31日（予定）

運航実績（旅客）

輸出（東海） 輸入（東海）
輸出（ウラジオストク） 輸入（ウラジオストク）
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7～8月は韓国人ツアー客を中心にほぼ満席状態であったが、新
型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等の影響で利用客が減少傾向にある。

TEU フレート・トン

主な取扱品目

東海（輸出）：活魚、酒類、果物類、建設資材 等

（輸入）：ﾊﾟﾈﾙ、水産品、機械類 等

ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ（輸出）：建築資材、車両部品 等

（輸入）：水産品
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一航海
当たり 上陸人員

一航海
当たり 乗込人員

一航海
当たり （１往復）

（人） （人）

環日本海の国際定期貨客船の就航

３．その他

※出典：境港管理組合ヒアリング、鳥取県議会資料等より中国地方整備局作成



page21３．その他（中国視察）

東アジア港湾位置図



page22３．その他（中国視察）

石炭出荷バース
（国内ﾌｨｰﾀﾞｰ輸送基地）
●23バース
●最大-20m岸壁
1日約６０万㌧の船出荷

日本のコールセンター日本のコールセンター
も水深も水深20m20m程度が必要程度が必要

秦皇島石炭ターミナル



page23３．その他（中国視察）

石炭ターミナル
約2,200ha

石炭ターミナル石炭ターミナル
約約2,200ha2,200ha

●曹妃甸工業区： 31,000ha
（台湾の麦寮開発区：2,600ha）

台湾の台湾の
1010倍倍

鉄鋼製品

曹妃甸（ソウヒデン）
●投資額：1,500億元

（約2兆円）

●第十一次五ヵ年計画
（2006～2010年）



page24３．その他（中国視察）

石炭出荷バース
●5バース（ﾊﾟﾅﾏｯｸｽ対応）
●バース水深：15.5m
●貯炭能力：5,000万トン
●荷役能力：6,000ｔ/h

資料：日本郵船㈱提供

地域の港
が経済発
展に寄与

曹妃甸石炭ターミナルⅠ期整備
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国家政策として各港の役割が明確

秦皇島港ターミナル
（石炭）

曹妃甸港

全 面 積 1,130ha 31,000ha

体 投資金額 ― 1,500億元（国費約2兆円）

整備期間等 ― 5年以内

総バース数 45 248

鉄鋼バース規模 12万DWT級 25～40万DWT級

鉄鋼バース水深等 17m 25～36m（年間7800万㌧）

その他取扱貨物 石油・コンテナ・一般 石油・コンテナ・一般

石 石炭取扱量 2.3億トン 未供用（2億トン予定）

炭 貯炭可能量 1,000万トン 5,000万トン

バース水深 15～20m 15m

受入船型 20万DWT 10万DWT

荷役能力 3千～４千t/h ―

輸送形態 国内移出 ―

その他 平均100隻滞船 ―

事業主体 国：100%

石炭バルクターミナル比較(計画含む）

３．その他（中国視察）


